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分区長 蘆田 敏郎

四
月
五
日
、
雨
の
た
め
順
延
に
な
っ
た
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
、
有

馬
川
沿
い
の
遊
歩
道
の
満
開
に
近
い
桜
の
下
で
開
か
れ
、
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

分
区
関
係
の
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」「
パ
ス
タ
」「
と
も
だ
ち
つ
く
ろ

う
」
も
例
年
の
よ
う
に
お
陰
様
で
盛
況
で
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
ご
苦
労
に
感
謝
し
ま
す
。

さ
て
、
前
日
は
セ
ン
タ
ー
開
所
・
バ
ス
開
通
の
祝
典
が
開
か
れ
、

長
年
の
願
い
で
あ
る
地
区
の
中
心
建
物
と
南
北
を
結
ぶ
交
通
機
関

が
で
き
た
こ
と
を
建
設
・
開
通
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
と
地
域
の
団

体
関
係
者
で
祝
い
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
地
域
に
合
わ
せ
落
着
い
た
作
り
で
し
た
。
ま
た
桜
の

花
の
間
か
ら
民
家
の
傍
を
走
る
「
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
」
の
車
体

の
絵
は
、
長
閑
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

分

区

長

蘆

田

敏

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
と

山
口
セ
ン
タ
ー
開
所
・
さ
く
ら
や
ま
な
み
バ
ス
開
通

式
典
に
寄

お
も
し
ろ
か
っ
た
。
実
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

だ
が
、
何
で
笑
っ
た
の
か
思
い
出
せ
な
い
。

覚
え
て
い
る
の
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
一
部
「
・
・
・
人
と
人
・
・
・
の

わ
」
と
講
師
の
名
前
だ
け
だ
っ
た
。

二
月
二
十
一
日
、
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。
冒
頭
の
話
は
、
三
日

後
に
感
想
文
の
依
頼
を
受
け
た
時
の
話
だ
。
話
に
笑
っ
た
の
は
覚
え
て
い

る
が
、
中
身
は
忘
れ
て
い
る
。
歳
か
ら
く
る
健
忘
症
か
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
ひ
ろ
げ
よ
う

人
と
人

心
と
心

の
わ
」
は
、
大

き
い
内
容
だ
。

あ
る
介
護
士
に
「
被
介
護
者
の
中
に
は
人
が
傍
に
い
る
だ
け
で
満
足
す

る
人
が
い
る
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

講
師
の
話
も
、
人
は
ひ
と
と
の
間
で
感
じ
方
が
違
う
事
を
話
し
て
い
た
。

そ
の
「
感
じ
」
に
ひ
と
は
言
葉
に
よ
っ
て
補
い
、
心
を
通
わ
せ
よ
う
と
す
る
。

使
い
減
り
し
な
い
唇
を
上
手
に
使
う
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話

を
続
け
て
い
た
。

話
は
違
う
が
、
団
体
と
団
体
の
間
も
同
じ
事
が
い
え
る
。
団
体
間
も
話

し
合
い
を
重
ね
れ
ば
意
志
の
疎
通
が
図
れ
る
。
心
が
通
え
ば
各
団
体
の
特

性
を
大
い
に
生
か
し
て
協
力
し
あ
う
の
で
地
域
力
が
向
上
す
る
。

最
近
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
」
な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
奇
し
く
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
開
か
れ
た
。「
人
と
人

心

と
心

の
わ
」
を
心
し
て
み
ん
な
で
広
げ
た
い
も
の
で
あ
る
。

第
四
回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

副
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長

横
瀬

博

人

と

人

心

と

心

の

わ

祝
典
で
「
南
へ
来
て
く
だ
さ
い
」
の
言
葉
は

耳
に
し
ま
し
た
が
、「
北
へ
来
ま
す
」
の
言
葉
を

聞
き
漏
ら
し
た
の
は
残
念
で
し
た
。

こ
れ
を
機
に
地
域
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
文
化
都
市
を
誇
る
行
政
が
、
施
策
に

よ
っ
て
当
然
北
部
の
文
化
・
経
済
の
発
展
に

力
を
入
れ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
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■民生委員・児童委員
担当地区 連絡先 担当区分

１丁目 日高 昭夫 904-0156

２丁目 古南 圭子 903-3641

３丁目 田中 弘子 903-0335

４丁目 本郷 克子 903-2361

５丁目 上野 智子 903-6405 1～21、44～46

〃 903-2570 22～43

２丁目 瀬戸 泰博 904-1429

３丁目 倉本 和正 903-5555

４丁目 古澤 正信 904-0774

■主任児童委員（児童問題を専門に担当）
担当地区 氏名 連絡先

北六甲台、上山口２・３・４丁目 小野寺 和子 904-3566

北六甲台

上山口

浅井 勲

氏名

播
州
地
区
の
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
体
験
し

建
物
は
木
材
を
六
〇
％
（
内
、
地
元
産
材
木
八
〇
％
使
用
）
使
っ
て
木
の
ぬ

く
も
り
を
強
調
、
天
井
は
高
く
、
ゆ
と
り
を
持
た
せ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
の
明

る
い
雰
囲
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
施
設
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播
磨

病
院
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
外
観
の
み
見
学
）
と
福
祉
用
具
の
展
示
場
、

室
内
競
技
場
、
温
水
プ
ー
ル
を
見
学
し
て
終
了
。

尚
、
施
設
見
学
は
休
日
以
外
何
時
で
も
可
、
医
療
施
設
は
医
師
の
紹
介
な

し
で
も
受
診
で
き
ま
す
と
の
事
。
周
辺
施
設
に
つ
い
て
は
字
数
制
限
も
あ
り
、

省
き
ま
す
。
悪
し
か
ら
ず
。

国
民
宿
舎
の
赤
ト
ン
ボ
荘
に
て
昼
食
を
済
ま
せ
て
、
次
の
見
学
先
へ
移
動
。

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
観
光
ガ
イ
ド
に

三
ツ
星
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
姫
路
城
。
そ
の
姫
路
城
と
城
下
町
の
よ
う
す
が

立
体
的
に
大
型
映
像
で
楽
し
め
、
ま
た
、
県
内
の
祭
り
と
民
俗
芸
能
の
資
料

や
模
型
等
、
見
る
物
が
盛
り
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

帰
路
の
途
中
、
明
石
の
魚
の
棚
に
立
ち
寄
り
、
帰
着
予
定
時
刻
に
無
事
コ

ミ
セ
ン
前
に
到
着
。

お
世
話
し
て
下
さ
っ
た
役
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高

橋

貞

研

修

旅

行

報

告

民生委員、主任児童委員紹介（北六甲台分区地域）

三
月
二
八
日
（
土
）
、
十
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
住
民
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

分
区
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
域
福
祉
に
つ
い
て
の
在
り
方
や
問
題
点
、
要
望
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
参
加
者
は
、
社
協
の
関
係
者
を
中
心
に

十
八
名
と
、
昨
年
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
減
少
や
一
般
住
民
の
方
の
参
加
が
少
な

か
っ
た
こ
と
に
、
こ
の
地
区
の
地
域
福
祉
の
問
題
点
が

象
徴
的
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。北

六
甲
台
も
誕
生
し
て
二
十
七
年
目
を
迎
え
、
成
熟

し
た
街
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
高
齢
化
も
一
段

住民フリートーク

ご存知ですか？

地
域
福
祉
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ま
す
ま
す
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
が
現
実
は
メ
ン
バ
ー
は

固
定
化
さ
れ
新
た
な
参
加
は
少

数
で
す
。

社
協
だ
け
で
な
く
他
の
地
域

組
織
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い

る
筈
で
す
。

団
塊
世
代
の
リ
タ
イ
ヤ
が
始

ま
り
、
地
域
に
目
を
向
け
て
貰

え
る
機
会
が
巡
っ
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

地
域
福
祉
を
支
え
る
新
た
な

メ
ン
バ
ー
の
参
加
と
い
う
テ
ー
マ

三
月
六
日
（
金
）
、
生
憎
の
雨
天
、
八
時
三
十
分
定
刻
に
出
発
。

山
陽
道
・
播
磨
道
を
経
て
岡
山
県
境
に
接
す
る
西
播
磨
地
区
へ
バ
ス
に

揺
ら
れ
て
二
時
間
余
り
、
播
磨
科
学
公
園
都
市
、
そ
の
一
角
に
最
初
の
目
的

地
「
兵
庫
県
立
西
播
磨
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま

し
た
。

職
員
よ
り
約
四
十
分
間
、
施
設
の
概
略
と
周
辺
施
設
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
人
」
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
人
間
模
様
の
三
つ
の


